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田村麻衣,岡本健,杉中見和,岩村瑞紀,渡邉亜矢子,澤井香子, 堀内奈美,斎藤伊都子,田中裕. 救急外来トリアージ「蘇生」判定例のオーバートリアージの要因. 第45回日本救急

医学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日

村田健介,阿部智一,熊川靖章,笹生樹里,石原唯史,秋田美佳,中村美子,中沢武司,佐々木信一,岡本健,田中裕. アミノグリコシド耐性アシネトバクターのリスク因子. 第45回日本救

急医学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日

入山大希,岡本健,田中裕. 循環器内科の研修中に経験した急性心外膜炎の2症例. 第45回日本救急医学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日

針谷綾花,杉中宏司,杉中見和,岡本健,田中裕. Love ER! Make A Difference Beyond ER!! 第45回日本救急医学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日

石原唯史,村田健介,杉中見和,岡本健,田中裕. 救命救急センターに併設されたこども救急センターの役割　新しいこども外傷診療モデルの可能性. 第45回日本救急医学会学術

集会,大阪,2017年10月24－26日，大阪

中村有紀,滝沢聡,杉中宏司,阿部智一,松田繁,岡本健. 当院での骨盤骨折における経カテーテル的動脈塞栓術症例の検討. 第45回日本救急医学会学術集会,大阪,2017年10月
24－26日

矢野慎太郎,浅子英,加藤理沙,磯部貴布,三島健太郎,井上照大,近藤彰彦,水野慶子,小松孝行,高見浩樹,関井肇,野村智久,杉田学. 急性腹症として救急搬送された尿性腹水症

の1例. 第67回日本救急医学会関東地方会学術集会,栃木,2017年2月

三島健太郎,佐々部綾佳,加藤理沙,磯部貴布,浅子英,水野慶子,小松孝行,関井肇,野村智久,杉田学. 集学的治療により救命した透析患者の自然腎破裂．第44回日本集中治療

医学会学術集会,北海道,2017年3月

滝沢聡,岡本健,関謙太郎,中村有紀,石原唯史,平野洋平, 福本祐一,杉中宏司,阿部智一,松田繁,田中裕. 巨大遊園施設に隣接する当院でのマスギャザリング医療に対する経験

と検討. 第45回日本救急医学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日

平野洋平,笹生樹里,滝沢聡,杉中宏司,阿部智一,松田繁,岡本健,田中裕. 侵襲反応を制御する〜基礎研究(臨床への架け橋)　高齢好中球制御による敗血症治療の試み. 第45回
日本救急医学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日

岡本健,戒能多佳子,間所俊介,川崎喬彬,滝沢聡,阿部智一,松田繁,田中裕. 地域医療構想を見据えた救急医療体制　地域医療構想を見据えた地域メディカルコントロール体制の

あり方. 第45回日本救急医学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日

水野慶子,小松孝行,高見浩樹,関井肇,野村智久,井上健司,杉田学. ESBL産生菌に対しセフメタゾールが有効であった症例の検討．第114回日本内科学会講演会,東京,2017年
4月

高見浩樹,佐々部彩佳,磯辺貴布,加藤理沙,伊藤櫻子,村田真理絵,浅子英,井上照大,近藤彰彦,三島健太郎,水野慶子,小松孝行,関井肇,野村智久,杉田学. 当院ICUに入室した

急性薬物中毒患者に対する精神科介入と転帰についての検討．第44回日本集中治療医学会学術集会,北海道,2017年3月

関井肇,水野慶子,浅子英,井上照大,近藤彰彦,三島健太郎,小松孝行,高見裕樹,野村智久,杉田学. 透析後に発熱を繰り返した ACTH 単独欠損症の一例．第44回日本集中治療

医学会学術集会,北海道,2017年3月

高見浩樹,浅子英,井上照大,近藤彰彦,三島健太郎,水野慶子,小松孝行,関井肇,野村智久,杉田学. 当院ICUに入室した急性薬物中毒患者に対する精神科介入と転帰について

の検討．第44回日本集中治療医学会学術集会,北海道,2017年3月

伊藤櫻子,高見浩樹,水野慶子,関井肇,野村智久,杉田学,有高奈々絵,佐藤恵理子. 集学的治療により救命しえたEBウイルス関連血球貪食症候群の1例．第44回日本集中治療

医学会学術集会,北海道,2017年3月

村田真理絵,井上照大,近藤彰彦,三島健太郎,水野慶子,高見浩樹,小松孝行,関井肇,野村智久,杉田学. 喀血により心停止を繰り返したLemierre症候群．第44回日本集中治療

医学会学術集会,北海道,2017年3月
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国内学会発表 83 杉田学. 薬物中毒患者に対して脂肪乳剤の投与は標準的な治療とは言えない（Pros & Cons シリーズ５）.第45回日本救急医学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日

杉田学,野村智久,関井肇,小松孝行,髙見浩樹,篠崎一貴. 都市型救急システムにおけるハブアンドスポークモデルの提案．パネルディスカッション15「都市部における救急医療の

現状と課題」第20回日本臨床救急医学会総会・学術集会,東京,2017年5月

加藤理紗,小松孝行,浅子英,井上照大,三島健太郎,水野慶子,髙見浩樹,関井肇,野村智久,杉田学. 上腕二頭筋膿瘍を呈する患者には覚醒剤静注歴の確認をするべきである.第
45回日本救急医学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日

磯部貴布,小松孝行,水野慶子,髙見浩樹,関井肇,野村智久,杉田学. 第一世代三環系抗うつ薬による致死性不整脈にはVA-ECMOの早期導入が有効である. 第45回日本救急医

学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日

坂本壮,高橋宏瑞,鎌田一宏. 教育講演8. 三銃士「研修医の指導に悩むDr.よ集まれ！」第15回日本病院総合診療医学会学術集会,舞浜,2017年9月

秋山志津香,坂本壮,高見浩樹,小松孝行,関井肇,野村智久,杉田学. いかなる主訴も薬剤性を考慮せよ –Stevens-Johnson症候群を経験して. 第15回日本病院総合診療医学会

学術集会,舞浜,2017年9月

坂本壮,高見浩樹,小松孝行,関井肇,野村智久,杉田学. 肺炎球菌尿中抗原の適正使用. 第15回日本病院総合診療医学会学術集会,舞浜,2017年9月

井上照大,浅子英,近藤彰彦,三島健太郎,水野慶子,髙見浩樹,小松孝行,関井肇,野村智久,杉田学. 血管内デバイス留置中の肺炎球菌菌血症では抗菌薬は長期間投与するべき

か．第20回日本臨床救急医学会総会,東京,2017年5月

高見浩樹,野村智久,小松孝行,関井肇,近藤彰彦,坂本良子,中村麻衣子,安部健,篠崎一貴,杉田学. 一般職員に対する災害対策への意識を高めるための取り組み．第20回日本

臨床救急医学会総会,東京,2017年5月

福島圭介,杉田学,小松孝行,山口孝治,五十嵐有. 大規模集客イベントにおける救急救命士の新たな役割．第20回日本臨床救急医学会総会・学術集会,東京,2017年5月

大山太,岩本敏志,杉田学,井原則之,谷暢子. 小型無人航空機（ドローン）を災害医療支援に利用するための検討〜活動地の見取り図作成の試み〜．第20回日本臨床救急医学

会総会・学術集会,東京,2017年5月

野村智久,関井肇,杉田学,小松孝行,高見浩樹,水野慶子,近藤彰彦,三島健太郎,井上照大,篠崎一貴. 当院に搬送された院外心肺停止症例の検討～本意ではないCPRの状況に

ついて～．ワークショップ8「傷病者の意思に沿った救急現場での心肺蘇生のために」．第20回日本臨床救急医学会総会・学術集会,東京,2017年5月

佐々部綾佳,井上照大,近藤彰彦,三島健太郎,水野慶子,髙見浩樹,小松孝行,関井肇,野村智久,杉田学. 集学的治療により救命した電撃性紫斑病の一例．第20回日本臨床救急

医学会総会,東京,2017年5月

高見浩樹,三島健太郎,近藤彰彦,水野慶子,小松孝行,関井肇,野村智久,杉田学,大久保敦史,井口成一. インターネットを経由して入手した薬品を使用した後に当院へ救急搬送さ

れた症例の検討．第39回日本中毒学会総会・学術集会,つくば,2017年6月

杉山裕紀,髙見浩樹,小松孝行,坂本壮,水野慶子,関井肇,野村智久,杉田学. 悪性カタトニアと悪性症候群の鑑別に難渋した一症例．第1回日本集中治療医学会関東甲信越支部

学術集会,さいたま,2017年7月

小川まゆ,関井肇,佐々部綾佳,磯部高布,加藤理紗,浅子英,井上照大,三島健太郎,水野慶子,小松孝行,坂本壮,髙見浩樹,野村智久,杉田学. 中枢神経障害が遷延したレジオネラ

肺炎の一例．第1回日本集中治療医学会関東甲信越支部学術集会,さいたま,2017年7月

野村智久,高見浩樹,関井肇,小松孝行,水野慶子,井上照大,三島健太郎,浅子英,杉田学. 当院で診療したリチウム中毒症例の検討．第39回日本中毒学会総会・学術集会,つく

ば,2017年6月
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区分 番号 国際共同

特別講演・
招待講演

1

特別講演・
招待講演

2

特別講演・
招待講演

3

特別講演・
招待講演

4

特別講演・
招待講演

5

特別講演・
招待講演

6

特別講演・
招待講演

7

特別講演・
招待講演

8

特別講演・
招待講演

9

特別講演・
招待講演

10

特別講演・
招待講演

11

特別講演・
招待講演

12

特別講演・
招待講演

13

区分 番号 国際共同発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

大岡樹里,坂本壮,浅子英,三島健太郎,井上照大,水野慶子,小松孝行,髙見浩樹,関井肇,野村智久,杉田学. ループス腸炎の治療経験から救急外来で疑うことの意義を考える. 第
45回日本救急医学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日（優秀演題）

杉田学,高橋耕平,伊藤重彦,辻友篤,森村尚登. 救急現場の救急度判定プロトコルに関する実態調査.第45回日本救急医学会学術集会,大阪,2017年10月24－26日

杉田学, 血液ガスセミナー2017 TOKYO「救急現場や急変時に役立つ血液ガス分析」,東京,2017年7月1日

杉田学, 第28回日本臨床モニター学会総会ランチョンセミナー2「院内急変を防ぐための方策と呼吸数測定の意義」,東京,2017年6月24日

平野洋平, 加齢好中球をターゲットとした敗血症における炎症制御の試み―体内での免疫細胞高齢化社会問題. 第9回DIC治療フォーラム,千葉,2017年11月18日

中村有紀, 救急領域におけるTMAの診断とaHUSの一例. Clinical excellence in TMA Chiba,千葉,2017年11月16日

杉田学, 救急科領域講習「若手に教えたくなるER診療のコツ」,東京,2017年5月

杉田学, 日本中毒学会合同セミナー：「血液浄化療法の適応」,東京,2017年5月

小松孝行, 東京国分寺ライオンズクラブ 第34回生活習慣病予防講演会「救急医からのメッセージ そのとき救急車を呼びますか～危険なサインの見分け方～」,国分寺,2017年5
月6日

杉田学, 第8回スポーツメディスンフォーラム招待講演．「マスギャザリングの問題について」,東京,2017年3月5日

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

杉田学, 第27回柔整連合研究会学術集会特別講演「災害医療の基本と柔道整復師の役割」,東京,2017年7月23日

杉田学, 大塚製薬工場社内講演会「ショックの病態と輸液の選択」,東京,2017年7月4日

杉田学, 平成29年度認定看護師キャリアアップ研修会「理解したつもりでいる輸液療法の基本をもう一度考える」,東京,2017年11月18日

坂本壮, プラクティカル看護セミナー「急変対応の実際」,東京,2017年10月29日

小松孝行, 大塚製薬工場社内講演会「本当のGeneralist」,東京,2017年9月21日



その他
（広報活動を含む）

1

その他
（広報活動を含む）

2

その他
（広報活動を含む）

3

その他
（広報活動を含む）

4

その他
（広報活動を含む）

5

その他
（広報活動を含む）

6

その他
（広報活動を含む）

7

野村智久. 食中毒にご用心．防災・救急情報誌　SAFETY LIFE TOKYO　2号,東京防災救急協会，15-16，2017

野村智久. 失神の原因と対処法．防災・救急情報誌　SAFETY LIFE TOKYO　3号,東京防災救急協会，15-16，2017

坂本壮. 総合診療医のアプローチに迫る！薬の副作用ケースファイル 第10回 意識障害. 月間薬事 10月号 p.148-156,2017年10月

坂本壮. 自信を持って当直に臨みたい君に. 週刊 医学界新聞 第3243号(3),2017年10月9日

関井肇,箕輪良行. アルコール中毒（エタノール以外）今日の臨床サポートweb原稿改定,2017年7月

野村智久. 胸の痛みにご用心．防災・救急情報誌　SAFETY LIFE TOKYO　創刊号,東京防災救急協会，13-14，2017

坂本壮. 咳・痰 jmed51 あなたも名医 もう困らない救急・当直 ver.3 日本医事新報社 p.104-109,2017年8月25日


